
未来社会を生きる児童に必要な資質・能力を育む

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの

授業改善について

第52回宮崎県小学校教育研究会社会科部会

夏季特別研修会

令和５年度
授業力アッププロジェクトチーム協議会

【社会科部会】



社会科の授業に
対してどんな印象を
おもちですか？



教えることが多い。覚えさせることが多い。

児童が楽しいと感じられるような授業にならない。

どのような問いを設定すればよいのか分からない。

【先生方の声（一部）】



「教えることが多い。覚えさせることが多い。」

・小学校社会科の目標、それを実現する内容は何か？
・前提になっている評価のイメージを振り返る



令和５年度 県立高等学校一般入学者選抜学力検査問題（宮崎県）

地理的分野 １１（３）



令和５年度県立高等学校一般入学者選抜学力検査問題（宮崎県）

歴史的分野 ２１（４）



令和５年度
県立高等学校
一般入学者選抜
学力検査問題
(宮崎県)

社会標準解答



児童が楽しいと感じられるような授業にならない。

・「楽しい」とはどんなイメージでしょう？
・児童の「見せ場」が多くある授業は「楽しい」かもしれない
・知的好奇心をかき立てる授業は「楽しい」かもしれない

どのような問いを設定すればよいのか。

・目標が達成されたと判断できるのは、どんな状態か？
・「まとめ」の内容が明確になる
・「まとめ」はどんな「問い」へのこたえか考える



参勤交代
・大名にとって
出費が多い
・大名は出費
を減らしたいと
考えていた

1635年の武家諸法度
(３代将軍家光のとき)

一、大名は、領国と江戸
に交代で住むこと。毎年
４月中に参勤すること。
そのときの従者の人数
が最近とても多いが、
これは領地の無駄な
出費となり、民衆の負担
になる。今後は身分に
ふさわしいように行列の
人数を減らさねばなら
ない。

参勤交代
・大名はむだ
な出費はした
くないが、みっ
ともないことは
したくないと
考え費用を投
じた

知的好奇心をかき立てる授業（例）
自分がもっている知識では、説明がつかない事象との出会い



学習指導要領に基づいた
社会科の授業づくり



学習指導要領



(2) 地域に見られる生産や販売の仕事について，
学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の
事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｲ) 販売の仕事は，消費者の多様な願いを踏まえ

 売り上げを高めるよう，工夫して行われている
 ことを理解すること。

(ｳ) 見学・調査したり地図などの資料で調べたり
 して，白地図などにまとめること。

第３学年の内容 「現代社会の仕組みや働きと人々の生活」

抽象 ⇔ 具体



(2) 地域に見られる生産や販売の仕事について，
学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の
事項を身に付けることができるよう指導する。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付
けること。
(ｲ) 消費者の願い，販売の仕方，他地域や外国と

 の関わりなどに着目して，販売に携わっている
 人々の仕事の様子を捉え，それらの仕事に見ら
 れる工夫を考え，表現すること。

学習過程

第３学年の内容 「現代社会の仕組みや働きと人々の生活」



教科書



例：日本文教出版社 小学社会３年

わたしたちのくらしとまちではたらく人びと ２ 店で働く人びとの仕事



例：日本文教出版社 小学社会３年

わたしたちのくらしとまちではたらく人びと ２ 店で働く人びとの仕事

社会について知る ／ 社会の知り方について知る



例：日本文教出版社 小学社会３年

わたしたちのくらしとまちではたらく人びと ２ 店で働く人びとの仕事



(2) 地域に見られる生産や販売の仕事について，
学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の
事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｲ) 販売の仕事は，消費者の多様な願いを踏まえ

 売り上げを高めるよう，工夫して行われている
 ことを理解すること。

(ｳ) 見学・調査したり地図などの資料で調べたり
 して，白地図などにまとめること。

第３学年の内容 「現代社会の仕組みや働きと人々の生活」

抽象 ⇔ 具体

思考・判断→まとめる



例：日本文教出版社 小学社会３年

わたしたちのくらしとまちではたらく人びと ２ 店で働く人びとの仕事



例：日本文教出版社 小学社会３年

わたしたちのくらしとまちではたらく人びと ２ 店で働く人びとの仕事



学習問題
スーパーマーケットは、たくさんのお客さんに来てもらえる

ようにするために、どのようなくふうをしているのだろうか。

例：日本文教出版社 小学社会３年

わたしたちのくらしとまちではたらく人びと ２ 店で働く人びとの仕事

・しゅるいごとに品物をまとめておいて、お客さんが買い物
をしやすいようにくふうされている。

・たくさんのお客さんが、いちどに来てもだいじょうぶなよ
うに、ちゅう車場を広くしているのだと思う。

・つくりたてのものが食べられるように、そうざいをつくる
時間を考えるなど、お客さんの願いを生かしたくふうがさ
れている。

・ほかの都道府県や外国から品物を仕入れて、ほしいものが
いつでも買えるようにしていた。これも、お客さんのねが
いを生かした工夫。

社会について知る ／ 社会を知る方法について知る



学習指導要領



国（文部科学省）は
どのようなメッセージを
出しているのでしょうか？



主権者を育むための教育の推進に係る「具体」

【メッセージ その１】

○ 主権者教育ではなく、主権者を育むための教育という視点での
実践を！
⇒ 政治（特に選挙）のことを学ぶだけではない

○ 問題解決的な学習の実践を！
⇒ 問題解決的な学習を通して、児童に「選択・判断」させること
が必要 (例：「自分で国や社会を変えられると思う」･･･低)

○ 単元全体で、「現実社会を見せる」「人の働きを見せる」「根拠
をもって議論する」「よりよい社会を考える」授業づくりを！



社会科におけるＩＣＴの効果的な活用に係る「視点」

【メッセージ その２】

○ ＩＣＴの活用自体が目的となっていないか

○ 単元や本時の目標の実現のための効果的な活用が
明確になっているか

○ ＩＣＴを活用する場面は絞られているか

○ 効果的な活用について具体的なイメージができてい
るか（例：児童が学習の問題を追究・解決する活動）



県が整理した
学びに向かう力を育む
ひなたの学びとは
どんなものか？



学びに向かう力を育む

ひなたの学び

【メッセージ】

ひとりひとりが問いをもち
どうして？なぜ？と問いをもちます

なかまとなって学び合い
いろいろな人とつながり、学び合い、
考えを広げます

たかめよう深く考える力
自らの問いに対して、深く学び、
さらに伸びていきます



学びに向かう力を育む

ひなたの学び

【メッセージ】

★「主体的・対話的で深い
学び」の視点からの授業改善

★子供たち自身にもこの学び
を意識してほしい



社会科の授業に
対してどんな印象を
おもちですか？
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